第１８回市民自治推進委員会　都市調和部会会議録
（敬称略）
◆開催日時：平成３０年５月２４日（木）　１８：３０～
◆開催場所：登別市役所２階　第１委員会室
◆出席部会員：部会長　　長部　正之
　　　　　　副部会長　谷﨑　博美
　　　　　　部会員　　荒川　昌伸
　　　　　　　　　　　西尾　拓也
　　　　　　　　　　　山下　克彦
対馬　秀樹（協働推進庁内委員会）【都市整備部次長】
　　　　　　　　　　　南　　三明（協働推進庁内委員会）【都市整備部次長】
◆欠席部会員：部会員　　中川　信市　　　　　　　　　　　
◆事務局：　　　　　笠井　康之【市民生活部市民協働グループ総括主幹】
　　　　　　　　　　　今野　沙弥【市民生活部市民協働グループ】

◆議題：部会長・副部会長の決定と今後の議題について

≪事務局≫
　それでは、都市調和部会を開催いたします。
先日、市民自治推進委員会全体会議を行いましたので、欠席された方に資料をお渡しいたします。会議の中で、部会長から質問が出ておりましたので、後程お話ししていただこうと思っております。
今日の部会は、まず改選ということで、部会長と副部会長を決めていただき、その後、今後の部会の進め方について話し合っていただこうと思います。
まずは、部会長、副部会長を皆さんで決めていただきたいのですが、どうでしょうか。

―継続希望の意見があり、部会長：長部氏、副部会長：谷﨑氏となった―

≪事務局≫
それでは、部会長の方からお願いいたします。

≪部会長≫
それではまず、全体会議のお話ですが、幌別地区に市役所の庁舎建て替えを予定しているとのことで、色々と説明があったのですが、私の方からは、参考例となっている青梅市と登別市とでは規模が違うのではないかという質問をさせていただきました。
その他は部会員から、消防庁舎の防災関係の質問に、前回まで話していた温泉の道路のループ化を絡めてお話をさせていただきました。

≪部会員≫
庁舎の位置は、決定なのでしょうか。

≪庁内委員≫
はい、原位置建て替えで進もうと思っています。

≪副部会長≫
引っ越しはどうするのでしょうか。

≪事務局≫
第二庁舎を先に壊し、そこに新しい庁舎を建ててから移動するという想定があります。

≪副部会長≫
防災のことを考えるのであれば、高台にある陸上競技場が良いと思います。

≪部会員≫
なによりも建物の中身が大事だと思います。

≪部会長≫
先程も言いましたが、青梅市など人口が多い場所を参考例とするのは違うのではないかと思います。
将来の、という言葉で言うのであれば、人口が下げ止まった頃の規模を考えて作っていくのが正解だと思います。
新しく建て替えた場所を選定したのだと思いますが、新しくなくても良いので、人口３～４万人位の場所を日本全国ざっと調べて、どのような施設が使われていて、何が必要なのかをきちんと調べた方が良いのではないかと思います。
都市調和部会のこれからの議題については、もう少し進めた方が良いではないかというお話があれば、皆さんから意見をいただきたいという所で、前回の会議は終わったと思います。

≪部会員≫
無電柱化の資料を持ってきました。

≪副部会長≫
苫小牧駅から国道までの間は実施していますね。とても費用がかかると聞きました。

≪部会員≫
北海道が観光でやっていくつもりであれば、道路沿いの景観は守らなければいけません。
例えば、地球岬沿いの道道では、電線が無いのにも関わらず、道路に被った木を切っています。ですが、観光地に来る人は、木のトンネルを見に来たのにいきなり無くなってしまったということで、がっかりしています。
また、北海道と電力会社がきちんと打ち合わせをしていないため、新しい道路を作っても、植樹帯の上に電線が張られてしまいます。２～３０年後のことまで考えていかなければならないと思います。

≪部会員≫
電線の地中化の他にはどのような方法がありますか。

≪部会員≫
本当は埋設してほしいですが、支障がある場所だけセットバックする方法もあります。

≪副部会長≫
予算的にも無電柱化は厳しいのではないでしょうか。

≪部会員≫
ですが、観光地ですので整備していった方が良いですね。

≪副部会長≫
温泉街には無い方が良いですね。

≪部会員≫
桜坂の桜も半分位が電線に引っかかり伸びていけず、せっかく桜のトンネルにしたいと言っているのになりません。
あの辺は無電柱化を実施したほうが良いと思います。

≪副部会長≫
桜のトンネルにするために桜を増やす努力はしているのでしょうか。
≪部会員≫
近年、樹木を入れたり、土に栄養を与えたりしています。

≪部会員≫
今年の桜のシーズンには観光客がびっしり来ていました。桜があることで、インバウンドもそこに合わせてくる人が多いため、もう少しきちんと育てていく必要があるのではないかと思います。

≪部会長≫
方針があれば良いですね。

≪部会員≫
そうですね。５～１０年かけて、風景を大事にするような北海道になっていければ良いと思います。

≪庁内委員≫
[bookmark: _GoBack]今、国でも無電柱化という大きな方向性は持っており、目標値も掲げていますが、費用的な問題もあるため、果たして本当に目標通りに進むのだろうかと思います。
技術的な進歩、工事の方法など検討している段階ではありますが、市の持ち出しも相当あります。１ｍ１００万円程かかっているのが実態です。

≪部会員≫
駅前はどうなっているのでしょうか。

≪庁内委員≫
あれは裏配線です。無電柱化の手法の１つですが、街全体としては無電柱化にはなっていません。

≪部会長≫
　他には何かありますでしょうか。

≪部会員≫
市庁舎をどういう風に作ったら良いかという提言はどうでしょうか。

≪庁内委員≫
平成３１年で基本計画、３２年で基本設計です。

≪部会員≫
　分庁舎はどうするのでしょうか。

≪庁内委員≫
現在、機能が分散されているので、１つの場所に集約することで考えています。

≪部会員≫
駐車場が広く２階建てで、３階が駐車場になっている建物は防災のことを考えると理想的です。やはり、場所よりも市庁舎をどのように作るか、どのような機能を持たせているのかが大事だと思います。
１階を全てテナントにするのも良いです。さらに言うと、その上に公営住宅があるのがコンパクトシティを進める上では理想です。
市民の理想としては、駐車場が広く、敷地内にバスターミナルがあるなどでしょうか。

≪部会長≫
さて、次回の会議ですが、今まで皆さんから出していただいた意見を精査して、テーマを設けて話し合いをするという形にしていきたいと思います。何かお気づきの点がありましたら、その都度よろしくお願いします。

【次回の日程について】
平成３０年６月２８日（木）　１８時３０分から
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